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　令和８年度の予算は、過去最大の減少率で、２年ぶりのマイナス編成
となり、22億5,000万円（対前年度比△17.9％）の減額予算となりました。
　歳入は、ふるさと納税（寄付金）の停止、デジタル事業の新規事業の
未実施による大幅な減額。ハード事業（建物の改修）やソフト事業（消
防関係の整備負担）などによる町債（町の借金）が増加しました。

大幅な緊縮予算編成大幅な緊縮予算編成
～ふるさと納税除外で歳入減　住民サー ビスは大丈夫か！～

消防団、消防署に
かかるお金

一般会計

歳出

総務費 19.0％
19億5,576万円
（△53.8％）

民生費 25.4%
26億1,641万円

（△2.0％）

衛生費 8.5％
8億7,721万円

（1.3％）

農林業費 12.0%
12億3,516万円
（△11.0％）

商工費 1.9%
1億9,063万円（△24.4％）

土木費 5.8%
6億76万円（11.3％）

消防費 5.0%
5億1,338万円
（10.2％）

教育費 10.7%
11億204万円
（13.4％）

公債費 9.4%
9億6,247万円

（4.3％）

その他 2.3%
2億3,618万円

基本的な行政経費
や、デジタル田園
健康特区事業、旧
津賀小改修工事な
どにかかるお金

高齢者・障がい
者福祉やこども
園・子ども医療
費助成などにか
かるお金

予防接種・検診・ごみ処理・
上水道事業への補助（繰出）
金などにかかるお金

農業・林業の振興、
維持にかかるお金

商業・工業の振興に
かかるお金

道路や河川の整備・
維持にかかるお金

小中学校・公民館
管理、旧下竹荘小
改修工事などにか
かるお金

町債として借りた
お金の返済など

議会費、災害復旧費、
基金など

特別会計、
基金から繰り
入れるお金

県からの
補助金など

国からの
補助金など

一般会計

歳入

町税 12.8%
13億2,228万円

（△1.2％）

繰入金 13.8%
14億2,242万円
（△3.4％）

地方交付税 40.7％
41億8,383万円（0.9％）

国庫支出金 6.6％
6億8,353万円
（△32.5％）

県支出金 9.1%
9億3,776万円
（△3.8％）

町債 7.4%
7億5,960万円
（46.8％）

町民税、固定資産税
など町民の皆さんか
ら納められる税金

地方自治体間の格差を
なくすため、国から交
付されるお金

起債などの
借り入れ金

地方消費税など交付金

その他自主財源 4.4%
4億4,960万円（△82.3％）

その他 5.2％
5億3,097万円

（0.6％）

自
主

源
財

依
存

源財
使用料、手数料、
寄付金など

31.0%
31億9,431万円
（40.4％）

69.0%
70億9,569万円
（△1.2％）

一般会計 102億9,000万円

※（　）内は対前年度比です

3�閉校小学校の活用や小
学校の整備に重点
　令和９年度に向けた教育福
祉行政及び加茂川庁舎・津賀
公民館などの機能移転による
閉校小学校の改修を実施。
　また小学校屋内運動場への
空調設備を導入し、環境整備
を図ります。
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会計別予算（令和７年度との比較）
区　　　　分 令和８年度 令和７年度 増　減　額 対前年度比

一　般　会　計 102億9,000万円 125億4,000万円 △22億5,000万円 △17.9%

特別会計

国民健康保険 12億5,500万円 13億7,200万円 △1億1,700万円 △8.5%

介護保険 20億5,330万円 20億9,730万円 △4,400万円 △2.1％

後期高齢者医療 2億8,220万円 2億1,980万円 6,240万円 28.4%

再生可能エネルギー事業 2億4,600万円 2億7,700万円 △3,100万円 △11.2％

育英資金 1,383万円 1,323万円 60万円 4.5%

診療所 1,726万円 1,654万円 72万円 4.4%

住宅新築資金等貸付事業 40万円 37万円 ３万円 8.1%

吉川財産区管理会 2,799万円 2,820万円 △21万円 △0.7％

賀陽財産区管理会 2,362万円 2,362万円 0万円 0%

小　　計（特別会計） 39億1,960万円 40億4,806万円 △1億2,846万円 △3.2％

合　　計（一般会計 + 特別会計） 142億 960万円 165億8,806万円 △23億7,846万円 △14.3％

企業会計
上水道事業会計 9億4,329万円 10億2,614万円 △8,285万円 △8.1％

下水道事業会計 5億7,263万円 4億2,377万円 1億4,886万円 35.1%

大幅な緊縮予算編成大幅な緊縮予算編成
～ふるさと納税除外で歳入減　住民サー ビスは大丈夫か！～

令和８年
第１回定例会
３月３日から24日まで

効果的な
予算執行

を

　各委員会及び本会議において疑問点を問い、住民の利益になる
予算なのかなど慎重審議をおこないました。
　令和８年度予算・事業の詳細は、町公式ホームページ
「当初予算のあらまし」をご覧ください。

1�一般会計予算は過去最大
　の減少率

2�各種補助事業の継続

　一般会計の当初予算は、対昨
年度比△17.9％の減額。
　要因は、ふるさと納税制度の
停止、デジタル事業における新
規事業の未実施などです。限ら
れた予算であるため、基本的な
行政経費や各種事業を精査し、
最小限の経費で最大限の効果と
なる予算執行を期待します。

　子育て支援事業（小児等医療
費、給食無償化、子育て世帯応
援など）、農家支援事業（農機
具購入助成、有害鳥獣対策な
ど）、交通支援事業（へそ８バス、
デマンドタクシー、町営バスな
ど）など、サービスの低下につ
ながらないよう住民への支援は
続けられます。各種補助事業は、
引き続き利用できます。
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ピックアップ事業ピックアップ事業
ここにここに注目注目！！！！

次世代の宝を育むまち
～子育て・教育・文化分野～

生活しやすい安全なまち
～生活基盤分野～

協働で歩むまち
～行財政分野～

新規：１億8,935万円

新規：１億265万円 新規：３億650万円

新規：448万円

町内３小学校屋内運動場
エアコン設置工事

旧下竹荘小学校改修工事 旧津賀小学校・幼稚園改修工事

農産物の海外輸出に
向けた PR事業

　近年の温暖化に伴う熱中症対策として、
３小学校の体育館への空調設備を導入。

　教育委員会、子育て推進課及び社会福祉
協議会などの移転に伴う複合施設の整備。

　加茂川総合事務所、定住促進課及びかもがわ
図書館、津賀公民館などの移転に伴う複合施設
の整備。

　㈱天満屋と協力し、農産品を海外へ向け
て販路拡大。
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へそ８バスへそ８バスのの実証事業実証事業をを継続継続
新たに回数券を発行新たに回数券を発行

３
月
定
例
会

　
３
月
定
例
会
は
、
３
月
３
日
か
ら
24
日
ま
で
の
22
日
間
に
わ

た
っ
て
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
施
政
方
針
の
ほ
か
条
例
の
制
定
、
指
定
管
理
者
の

指
定
、
専
決
処
分
及
び
補
正
予
算
、
各
会
計
に
お
け
る
令
和
８

年
度
予
算
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
承
認
・
原
案
可
決
さ
れ
閉
会
し
ま

し
た
。

条
例
の
制
定（
主
な
も
の
）

◎�

吉
備
中
央
町
自
家
用
有
償
旅

客
運
送
に
関
す
る
条
例

　
住
民
及
び
町
と
交
流
す
る
人

の
交
通
手
段
の
確
保
、
住
民
の

福
祉
増
進
の
た
め
、
町
営
バ
ス

（
岡
山
医
療
セ
ン
タ
ー
線
、
へ

そ
８
バ
ス
）
及
び
デ
マ
ン
ド
乗

合
タ
ク
シ
ー
の
運
営
。

　
へ
そ
８
バ
ス
の
実
証
事
業
が

令
和
８
年
４
月
よ
り
１
年
間
延

長
。
回
数
券
発
行
、
ル
ー
ト
の

一
部
変
更
な
ど
。

◎�

吉
備
中
央
町
電
気
自
動
車
用

急
速
充
電
器
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例

　
き
び
プ
ラ
ザ
駐
車
場
に
設
置

す
る
電
気
自
動
車
用
急
速
充
電

器
の
設
置
及
び
管
理
。
充
電
に

は
使
用
料
が
必
要
。

専　
決　
報　
告

指
定
管
理
者
の
指
定

補　
正　
予　
算

◎�

吉
備
中
央
町
一
般
会
計
補
正

予
算

　
物
価
高
騰
対
策
給
付
金
事
業

と
し
て
、
ベ
リ
ー
ぐ
っ
ど
カ
ー

ド
へ
２
万
円
分
の
電
子
マ
ネ
ー

を
付
与
。
使
用
期
限
は
令
和
８

年
８
月
末
ま
で
。
町
内
の
ベ

リ
ー
ぐ
っ
ど
カ
ー
ド
取
扱
加
盟

店
で
の
使
用
が
可
能
。

◎
吉
備
中
央
町
桜
公
園

指
定
管
理
者
：
桜
公
園
管
理
美

化
委
員
会

（
Ｒ
８
．４
か
ら
３
年
間
）

◎�

吉
備
中
央
町
賀
陽
福
祉
セ
ン

タ
ー

指
定
管
理
者
：
社
会
福
祉
法
人 

吉
備
中
央
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
Ｒ
８
．４
か
ら
１
年
間
）

◎�

吉
備
中
央
町
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

指
定
管
理
者
：
社
会
福
祉
法
人 

吉
備
中
央
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
Ｒ
８
．４
か
ら
３
年
間
）

◎�

吉
備
中
央
町
ピ
オ
ー
ネ
集
出

荷
・
直
売
所

指
定
管
理
者
：
公
益
財
団
法
人 

吉
備
中
央
農
業
公
社

（
Ｒ
８
．４
か
ら
３
年
間
）

　
一
般
会
計
第
７
号
補
正
予
算

は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億

９
９
５
４
万
６
千
円
を
減
額
、

第
８
号
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
５
７
７
万
６
千

円
を
追
加
し
、
総
額
１
１
５
億

８
７
３
８
万
円
。主
な
も
の
は
、

各
事
業
に
お
け
る
事
業
精
査
及

び
繰
越
金
に
よ
る
財
源
調
整
。

デマンドタクシー

急速充電器

集出荷・直売所

◎�

吉
備
中
央
町
学
校
施
設
の
利

用
に
関
す
る
条
例

　
学
校
施
設
（
屋
内
運
動
場
の

空
調
設
備
）を
使
用
す
る
に
は
、

使
用
料
が
必
要
。
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請　
願

一
般
会
計
予
算

◎
地
域
防
災
に
関
す
る
請
願

　

吉
備
高
原
公
民
館
建
設
時

に
、
防
災
倉
庫
エ
リ
ア
の
設
置

及
び
吉
備
中
央
町
の
危
機
管
理

体
制
を
複
数
担
当
に
よ
る
体
制

強
化
。

→
全
会
一
致
で
趣
旨
採
択

Q
　
地
域
活
性
化
企
業

人
受
け
入
れ
負
担

金
、
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

Q
　
生
活
困
窮
者
支
援

等
の
た
め
の
地
域
づ

く
り
事
業
の
内
容
と
委
託
先
は
。

Q
　
土
砂
災
害
警
戒
区

域
で
あ
る
旧
下
竹
荘

小
学
校
跡
地
へ
教
育
福
祉
行
政

の
移
転
を
決
め
た
が
、
ど
こ
と

比
較
し
た
の
か
。他
の
検
討
先
、

移
転
先
は
な
か
っ
た
の
か
。

Q
　
旧
津
賀
小
学
校
・

幼
稚
園
改
修
工
事
及

び
旧
下
竹
荘
小
学
校
改
修
工

事
、そ
れ
ぞ
れ
の
工
事
概
要
は
。

ま
た
工
事
費
の
違
い
は
何
か
。

A
　
企
業
な
ど
の
社
員

を
一
定
期
間
受
け
入

れ
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
地
域

の
魅
力
向
上
に
つ
な
が
る
業
務

に
従
事
。
観
光
面
で
の
人
材
活

用
を
計
画
。

A
　
地
域
に
お
け
る
つ

な
が
り
の
中
で
、
住

民
が
持
つ
多
様
な
ニ
ー
ズ
や
生

活
課
題
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

共
助
の
取
り
組
み
を
活
性
化
さ

せ
、
地
域
づ
く
り
を
推
進
。
委

託
先
は
社
会
福
祉
協
議
会
。

A
　
旧
下
竹
荘
小
学
校

の
活
用
に
お
い
て

は
、
地
元
要
望
、
地
理
的
、
加

賀
中
学
校
の
位
置
な
ど
総
合
的

な
観
点
か
ら
決
定
。

○
反
対
討
論
（
我
妻
）

　
旧
下
竹
荘
小
学
校
へ
の
移
転

A
　
旧
津
賀
小
学
校
・

幼
稚
園
に
加
茂
川
総

合
事
務
所
、か
も
が
わ
図
書
館
、

津
賀
公
民
館
な
ど
が
移
転
す
る

た
め
の
工
事
。
来
場
者
の
駐
車

場
整
備
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、

エ
ア
コ
ン
設
置
な
ど
。
金
額
の

違
い
は
、
工
事
内
容
と
改
修
規

模
が
違
う
。
旧
下
竹
荘
小
学
校

に
教
育
委
員
会
、
子
育
て
推
進

課
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
が

移
転
す
る
た
め
の
工
事
。
建
物

は
現
状
の
ま
ま
活
用
し
、
内
装

の
み
改
修
。

を
踏
ま
え
た
工
事
費
用
を
含
む

令
和
８
年
度
予
算
に
は
反
対
。

関
係
部
署
を
集
約
し
て
町
民
の

利
便
性
が
上
が
る
こ
と
は
賛
成

す
る
が
、
安
全
性
が
確
保
で
き

な
い
予
算
案
に
賛
成
す
る
こ
と

へ
の
責
任
を
感
じ
る
。

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

特
別
会
計
予
算

Q
　
こ
ど
も
子
育
て
支

援
制
度
に
よ
り
、
住

民
の
新
た
な
負
担
と
な
る
が
町

長
の
見
解
は
。

A
　
国
民
全
体
で
子
育

て
が
し
や
す
い
環
境

と
な
る
こ
と
で
、
皆
さ
ん
に
応

分
の
負
担
を
し
て
い
た
だ
く
考

え
は
あ
っ
て
い
る
と
思
う
。
保

険
料
が
高
く
な
る
こ
と
は
痛
み

を
感
じ
る
が
、
理
解
を
求
め
る

思
い
で
あ
る
。

○
反
対
討
論
（
我
妻
）

　
こ
ど
も
子
育
て
支
援
制
度
の

財
源
を
、
国
民
健
康
保
険
に
組

み
込
ん
で
く
る
国
の
制
度
設
計

の
不
条
理
性
と
、
町
民
の
生
活

を
守
る
と
い
う
町
の
役
割
を
果

た
す
観
点
か
ら
も
反
対
。

◎
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

Q
　
岡
山
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
の

動
き
と
と
も
に
町
長
の
考
え
は
。

A
　
広
域
連
合
は
県
に

対
し
、
財
源
確
保
に

安
定
基
金
40
億
か
ら
の
拠
出
を

再
度
要
望
し
て
い
る
。し
か
し
、

県
か
ら
の
回
答
は
な
い
。

○
反
対
討
論
（
我
妻
）

　
県
か
ら
の
公
費
投
入
や
制
度

全
体
の
見
直
し
が
必
要
と
考
え

る
。
町
民
の
暮
ら
し
を
守
る
立

場
か
ら
、
今
回
の
大
幅
な
保
険

料
の
引
き
上
げ
に
反
対
。

議案に対する各議員の賛否　〇賛成　●反対　×欠席　－西山議長は採決に加わらない

議案番号 議　　　案 議決
結果

日
名　
由
香

渡
邉　
順
子

我
妻　
瑛
子

髙
森　
　
学

丸
山　
節
夫

河
上
真
智
子

平
澤　
一
浩

山
崎　
　
誠

石
井　
壽
富

片
岡　
昭
彦

黒
田　
員
米

西
山　
宗
弘

専決報告
第３号

専決処分の承認を求めること
について（吉備中央町証明等
手数料条例の一部を改正する
条例）

承認 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

第23号 令和８年度吉備中央町一般会
計予算について

原案
可決 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

第24号 令和８年度吉備中央町国民健
康保険特別会計予算について

原案
可決 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

第26号
令和８年度吉備中央町後期高
齢者医療特別会計予算につい
て

原案
可決 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 －

上記以外の議案については、全員賛成のため表記は省略。

予　
算

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

定
例
会

質
疑
・
討
論

一
般
質
問

委
員
会
報
告

追
跡
・
編
集
後
記
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Ａ
Q

　
2
0
2
7
年
度

末
に
は
蛍
光
灯
が

製
造
停
止
と
な
る
。
町
内
に

お
け
る
公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
の
進
捗
状
況
を
尋
ね
る
。

Q
　
回
数
券
と
乗
継

券
は
。

Q
　
町
内
の
小
・
中

学
校
の
教
職
員
の

時
間
外
勤
務
の
平
均
は
。

Q
　
教
育
委
員
会
に

は
、
教
師
の
服
務

監
督
権
者
と
し
て
、
業
務
量

管
理
・
健
康
確
保
措
置
実
施

計
画
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
策
定
の
内
容

と
進
捗
状
況
は
。

Q
　
へ
そ
8
バ
ス
の

利
用
実
績
と
今
後

の
運
行
は
。

A
山
本
総
務
課
長

　
小
・
中
学
校
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
賀
陽

庁
舎
は
完
了
。
全
体
と
し
て

は
未
設
置
箇
所
も
多
く
残
っ

て
い
る
。

　
ロマ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会

館
は
１
割
程
度
、
か
も
が
わ

総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
体
育
館

は
２
割
程
度
の
改
修
。
令
和

12
年
度
を
目
途
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

す
る
こ
と
を
目
標
に
進
め
る
。

A
総
務
課
長

　
令
和
８
年
度
よ

り
回
数
券
販
売
開
始
。
50
円

券
と
1
0
0
円
券
が
あ
り
、

各
11
枚
綴
り
で
10
枚
分
の
金

額
。
販
売
場
所
は
、
賀
陽
庁

舎
、加
茂
川
庁
舎
、各
支
所
、

出
張
所
の
６
カ
所
。

　
乗
継
券
は
、
へ
そ
８
バ
ス

や
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
な
ど
を
乗
り
継
い
だ
場

合
に
は
、
乗
り
継
ぎ
先
の
運

賃
が
割
安
ま
た
は
無
料
に
な

る
。
詳
細
は
、
総
務
課
か
乗

務
員
ま
で
お
気
軽
に
お
た
ず

ね
を
。

A
中
山
教
育
委
員
会

事
務
局
長

　
令
和
７
年
４
月
か
ら
令
和

８
年
２
月
ま
で
の
集
計
で
、

小
学
校
月
平
均
27・１
時
間
、

中
学
校
月
平
均
27・４
時
間
。

A
教
育
委
員
会
事
務

局
長

　
教
育
委
員
会
に
諮
り
、
承

認
を
得
て
策
定
。
本
年
４
月

よ
り
、
運
用
を
開
始
。
具
体

的
な
取
組
策
と
し
て
、
学
校

運
営
協
議
会
な
ど
で
学
校
に

お
け
る
働
き
方
改
革
の
議
題

化
、
部
活
動
の
地
域
展
開
の

推
進
、教
育
課
程
の
見
直
し
、

ま
た
年
次
休
暇
の
計
画
的
な

取
得
の
推
進
な
ど
。

A
総
務
課
長

　
今
年
１
月
末
ま

で
の
利
用
実
績
は
、
２
７
５

０
人
、１
日
平
均
13・
5
人
。

前
年
比
約
15
％
増
加
。

　
今
後
は
、
利
用
実
績
や
ご

意
見
を
踏
ま
え
、
効
率
化
と

利
便
性
向
上
の
観
点
か
ら
、

渡
わたなべ

邉　順
じゅんこ

子

公 共 施 設 の Ｌ Ｅ Ｄ 化 は

令 和12年 度 を 目 途 に 実 施

令
和
8
年
度
よ
り
一
部
ル
ー

ト
を
変
更
し
、
引
き
続
き
実

証
運
行
と
す
る
。

ここが聞きたい
10議員が一般質問10議員が一般質問

令和８年３月16日および17日

へ
そ
８
バ
ス

教
職
員
の
働
き
方

へそ８バス

予　
算

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

定
例
会

質
疑
・
討
論

一
般
質
問　
渡
邉

委
員
会
報
告

追
跡
・
編
集
後
記
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Q
　
吉
備
中
央
町
の

汚
水
処
理
普
及
率

は
、
県
内
で
も
最
下
位
の
状

況
で
あ
る
。
合
併
処
理
浄
化

槽
設
置
に
係
る
さ
ら
な
る
上

乗
せ
の
補
助
を
提
案
す
る
。

Q
　
令
和
８
年
度
か

ら
の
加
算
補
助
の

具
体
的
な
改
正
内
容
は
。

Q
　
下
水
道
な
ど
の

故
障
な
ど
は
町
費

で
対
応
し
て
い
る
が
、
合
併

処
理
浄
化
槽
の
入
れ
替
え
や

修
理
に
係
る
費
用
は
個
人
負

担
で
あ
る
。
管
理
費
な
ど
に

対
し
補
助
し
て
は
ど
う
か
。

Q
　
農
業
立
町
を
掲

げ
る
町
と
し
て
、

５
年
先
、
10
年
先
を
見
据
え

た
有
機
肥
料
を
活
用
し
た
土

づ
く
り
の
取
り
組
み
は
。

Q
　
エ
コ
セ
ン
タ
ー

以
外
の
堆
肥
利
用

者
に
も
補
助
金
の
交
付
は
で

き
な
い
か
。

Q
　
泉
大
津
市
へ
の

付
加
価
値
米
と
し

て
の
販
売
体
制
の
構
築
は
。

Q
　
ふ
る
さ
と
米
に

代
わ
る
米
の
販
売

施
策
の
考
え
方
は
。

A
山
本
町
長

　
汚
水
処
理
普
及

率
が
県
内
で
最
も
低
く
、
生

活
環
境
の
整
備
及
び
公
共
用

水
域
の
水
質
保
全
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
。
令
和
８
年
度

か
ら
は
単
独
処
理
浄
化
槽
や

汲
み
取
り
便
槽
の
撤
去
、
配

管
工
事
費
の
補
助
を
引
き
上

げ
る
。
こ
の
制
度
を
活
用
し

て
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転

換
を
推
進
す
る
。

A
楢
嵜
水
道
課
長

　
単
独
浄
化
槽
や

汲
み
取
り
か
ら
合
併
浄
化
槽

の
転
換
に
係
る
補
助
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
３
万
円
の
増
額
。

A
町
　
長

　
下
水
道
な
ど
は

道
路
や
公
園
と
同
様
に
町
が

計
画
的
に
整
備
・
管
理
を
お

こ
な
う
基
盤
施
設
で
あ
る
の

に
対
し
、
合
併
処
理
浄
化
槽

A
山
本
町
長

　
町
が
設
置
し
た

エ
コ
セ
ン
タ
ー
で
畜
産
排
泄

物
を
原
料
と
す
る
有
機
堆
肥

を
製
造
し
て
い
る
。
ま
た
昨

今
の
飼
料
や
化
学
肥
料
の
価

格
高
騰
を
鑑
み
、
圃
場
へ
の

散
布
を
お
こ
な
う
自
然
型
循

環
型
農
業
を
推
進
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

A
町
　
長

　
補
助
事
業
の
拡

大
に
つ
い
て
は
、様
々

な
課
題
も
あ
り
慎
重

に
検
討
を
す
る
必
要

が
あ
る
。
有
機
肥
料

の
普
及
は
重
要
で
あ

り
、
有
機
農
法
は
進

め
て
い
き
た
い
。

A
町
　
長

　
供
給
量
は
限
定

的
で
あ
り
、
ふ
る
さ
と
米
規

模
の
買
い
取
り
は
で
き
な

い
。
各
農
家
が
現
在
の
比
較

的
高
価
な
米
価
を
活
か
し
た

販
売
を
期
待
す
る
。

A
町
　
長

　
各
種
支
援
制
度

の
周
知
や
新
た
な
販
路
開
拓

を
進
め
る
が
、
現
時
点
で
は

ふ
る
さ
と
米
に
代
わ
る
販
売

施
策
と
し
て
、
提
示
で
き
る

も
の
は
な
い
。

髙
たかもり

森　　学
まなぶ

片
かたおか

岡　昭
あきひこ

彦

浄化槽設置補助金の加算を

有機肥料による土づくりは

８ 年 度 か ら 補 助 金 を 増 額

普 及 ・ 促 進 を 推 進 す る

は
個
人
の
判
断
で
設
置
し
管

理
す
る
個
人
の
所
有
物
と

い
っ
た
性
格
を
有
し
て
い

る
。
受
益
者
負
担
の
原
則
に

基
づ
き
所
有
者
の
自
己
管
理

責
任
に
お
い
て
適
切
に
お
こ

な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
今

後
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な

支
援
が
可
能
か
、
国
の
動
向

や
他
自
治
体
の
事
例
を
踏
ま

え
検
討
す
る
。

堆肥の散布状況

予　
算

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

定
例
会

質
疑
・
討
論

一
般
質
問　
髙
森・片
岡

委
員
会
報
告

追
跡
・
編
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後
記



Ｑ

Ａ

吉備中央町議会だより
2026.04／ VOL.819

丸
まるやま

山　節
せ つ お

夫

Q
　
町
は
、
昨
年
12
月

17
日
、
大
阪
府
泉
大

津
市
と
農
業
連
携
協
定
を
締
結

し
た
。
泉
大
津
市
が
求
め
る
有

機
農
法
や
化
学
肥
料
減
量
化
の

取
り
組
み
方
針
と
、
農
家
対
応

を
問
う
。

Q
　
関
連
自
治
体
と
の

取
引
量
は
、
年
間
当

た
り
５
ト
ン
程
度
を
目
安
と

し
、
購
入
金
額
は
、
市
場
価
格

を
参
照
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
現
況
を
問
う
。

Q
　
町
で
は
、
急
速
な

人
口
減
少
と
高
齢
化

に
よ
る
税
収
減
少
や
社
会
保
障

費
の
増
加
に
よ
り
、
今
後
の
行

財
政
運
営
は
厳
し
さ
を
増
す
状

況
と
察
す
る
。

　
今
後
の
デ
ジ
タ
ル
事
業
継
続

の
財
源
確
保
と
持
続
性
、
特
に

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
確
保
対

策
の
概
要
を
問
う
。

A
大
月
協
働
推
進
課
長

　
泉
大
津
市
で
は
、

現
在
、
13
の
自
治
体
と
農
業
連

携
協
定
を
締
結
し
、
学
校
給
食

や
妊
婦
へ
の
提
供
を
し
て
い

る
。
有
機
農
法
や
慣
行
栽
培
に

よ
る
農
産
物
の
購
入
や
農
業
体

験
な
ど
、
生
産
地
と
交
流
人
口

増
加
の
創
出
を
進
め
て
い
る
。

　
町
で
は
、
連
携
に
よ
る
必
要

数
量
と
栽
培
負
担
の
均
衡
を
鑑

み
、
現
在
、
内
容
協
議
を
進
め

て
い
る
。

A
協
働
推
進
課
長

　
具
体
的
な
数
量
、

金
額
は
今
後
の
協
議
で
決
定
す

る
が
、
生
産
地
と
消
費
地
が
互

い
に
均
衡
を
保
た
れ
た
状
態
で

A
大
樫
企
画
課
長

　
町
で
は
、
令
和
４

年
度
か
ら
国
の
交
付
金
を
活
用

し
、
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
国
庫
補
助
金
は
、
事
業
導
入

時
の
準
備
費
用
が
対
象
で
、
そ

の
後
の
運
用
保
守
経
費
は
対
象

外
と
な
り
、
こ
れ
ら
の
経
費
は

町
単
独
財
源
で
賄
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
既
存
事
業
効
果
の

検
証
と
改
善
を
図
り
、
契
約
内

容
の
見
直
し
や
、
シ
ス
テ
ム
最

適
化
な
ど
、
コ
ス
ト
構
造
改
善

に
努
め
る
。

A
楢
嵜
水
道
課
長

　
町
内
に
は
、
約
５

７
０
㎞
の
水
道
管
が
布
設
さ
れ

て
い
る
が
、
法
定
耐
用
年
数
40

年
超
の
管
路
延
長
は
、
約
１
１

０
㎞
と
全
体
の
２
割
程
度
で
あ

る
。
令
和
６
年
度
に
法
定
耐
用

年
数
を
超
過
す
る
水
道
管
や
施

設
の
増
加
を
可
視
化
す
る
た

め
、
中
・
長
期
的
な
計
画
に
基

づ
く
資
産
管
理
計
画
を
策
定

し
、
水
道
管
の
更
新
と
財
政
収

支
の
見
通
し
を
明
ら
か
に
し
た
。

A
水
道
課
長

　
技
術
職
員
の
新
規

採
用
に
努
め
て
い
る
が
、
一
般

企
業
や
他
の
自
治
体
で
も
技
術

者
不
足
が
顕
著
で
あ
る
。
在
籍

す
る
職
員
を
長
期
的
に
育
成
し

て
い
く
方
法
が
有
効
と
考
え
る
。

A
山
本
町
長

　

今
の
人
員
の
中

で
、
技
術
を
身
に
付
け
る
こ
と

も
ひ
と
つ
。
も
う
一
つ
は
、
職

員
確
保
が
難
し
い
中
で
、
技
術

職
を
必
須
と
す
る
業
務
で
は
、

県
で
一
元
的
に
取
り
組
む
の
も

ひ
と
つ
の
方
策
と
し
て
検
討
す

べ
き
と
思
う
。

農 業 連 携 協 定 の 方 針 は

現 在、 協 議 中 で あ る

水
道
老
朽
管
対
策

Q
　
法
定
耐
用
年
数
を

経
過
し
た
老
朽
管
の

布
設
状
況
と
、
町
総
合
計
画
に

沿
っ
た
改
善
計
画
の
進
捗
状
況

を
問
う
。

Q
　
第
３
次
町
総
合
計

画
で
は
、
技
術
職
員

確
保
と
人
材
育
成
を
ど
の
様
に

捉
え
た
か
。

の
連
携
持
続
に
努
め
る
。

デ
ジ
タ
ル
事
業
の

取
り
組
み

漏水による緊急工事

予　
算

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

定
例
会

質
疑
・
討
論

一
般
質
問　
丸
山

委
員
会
報
告

追
跡
・
編
集
後
記
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日
ひ な

名　由
ゆ か

香

Q
　
お
っ
へ
ぇ
そ
ぅ
！

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
の

評
価
は
。

A
石
井
教
育
長

　
お
っ
へ
ぇ
そ
ぅ
！

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
は
小
学
校
統

合
前
か
ら
様
々
な
体
験
活
動
や

団
体
行
動
を
通
じ
て
、
子
ど
も

た
ち
の
主
体
性
や
社
会
的
な
ス

キ
ル
の
定
着
を
図
り
、
中
学
校

へ
の
進
学
が
円
滑
に
お
こ
な
え

る
よ
う
実
施
し
て
き
た
。
教
育

委
員
会
は
、
昨
今
の
教
育
現
場

に
お
い
て
、
価
値
観
や
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
、
家
族
形

態
の
変
容
に
伴
い
、
子
ど
も
た

ち
自
身
が
興
味
、
関
心
に
よ
り

学
び
を
選
択
す
る
こ
と
で
、
よ

り
深
い
学
び
と
な
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
取
り
組
む
事

業
も
、
統
合
を
契
機
に
内
容
を

見
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

感
じ
て
い
る
。

　
ま
た
、
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
解
消

の
取
り
組
み
の
視
点
か
ら
も
、

一
定
の
役
割
を
終
え
た
と
感
じ

て
い
る
。
本
事
業
は
目
的
を
達

し
た
も
の
と
評
価
を
し
て
い

る
。

A
教
育
長

　
ち
び
っ
子
チ
ャ
レ

ン
ジ
教
室
の
方
向
性
は
、
よ
り

効
果
的
な
社
会
教
育
事
業
と
な

る
よ
う
に
、
興
味
関
心
が
高
い

体
験
活
動
を
一
人
一
人
の
子
ど

も
た
ち
が
選
択
を
し
、
参
加
者

が
意
欲
的
に
取
り
組
め
る
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
ア
フ
タ
ー
ス

ク
ー
ル
で
の
体
験
を
さ
ら
に
深

め
る
内
容
を
検
討
し
て
い
る
。

おっへぇそぅ! チャレンジ事業は

目標を達し、役割を終えた

Q
　
ち
び
っ
子
チ
ャ
レ

ン
ジ
教
室
の
方
向
性

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
は
。

公
共
交
通
体
系

A
山
本
町
長

　
今
の
公
共
交
通
の

体
系
を
基
本
的
に
維
持
す
べ

き
。
そ
う
し
た
中
で
、
コ
ス
ト

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
だ
け
を
重
視

し
て
も
な
か
な
か
成
立
し
な

い
。
た
だ
、
そ
の
中
で
も
利
用

率
の
向
上
に
し
っ
か
り
と
努
め

る
こ
と
が
財
政
負
担
の
軽
減
に

も
つ
な
が
る
。

　
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
、
実

施
要
件
の
目
安
と
し
て
、
交
通

空
白
地
が
対
象
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
休
日
や
夜
間
が
対

象
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
利
用
ニ
ー
ズ
や

ド
ラ
イ
バ
ー
確
保
の
課
題
も
あ

る
。
他
自
治
体
の
事
例
も
し
っ

か
り
と
情
報
収
集
を
お
こ
な

い
、今
後
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

A
町
　
長

　
へ
そ
８
バ
ス
は
、

町
の
基
幹
ル
ー
ト
を
補
完
す
る

巡
回
バ
ス
と
し
て
運
行
し
て
お

り
、
買
い
物
や
通
院
、
通
勤
な

ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
で
、
大
雪
時
に
は
岡
山

か
ら
来
る
バ
ス
が
到
着
で
き

ず
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
に

影
響
が
出
た
こ
と
は
聞
い
て
い

る
。
連
絡
が
十
分
に
行
き
届
か

な
か
っ
た
こ
と
が
課
題
で
あ

り
、
い
ま
一
度
、
徹
底
し
て
、

連
絡
網
を
し
っ
か
り
構
築
す

る
。
ま
た
、
災
害
時
に
は
、
へ

そ
８
バ
ス
な
ど
を
代
替
交
通
と

し
て
活
用
で
き
る
よ
う
検
討
し

て
い
く
。

Q
　
災
害
時
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
対
応
と
、
へ

そ
８
バ
ス
の
活
用
は
。

他
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
質
問
を

し
た
。

      

体験する ➡ 気づく… 
 ⬇ 
選ぶ ➡ 深める……… 
 ⬇ 
夢中になって取り組む  ➡ 力が育つ 
            自己肯定感・自己効力感

アフタースクール

ちびっ子チャレンジ教室

協働力・生きる力 

ちびっ子チャレンジ教室のようす

Q
　
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン

は
。

予　
算

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

定
例
会

質
疑
・
討
論

一
般
質
問　
日
名

委
員
会
報
告

追
跡
・
編
集
後
記
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我
あ づ ま

妻　瑛
え い こ

子

Q
　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

上
危
険
な
区
域
に
位

置
す
る
避
難
所
が
あ
る
。
災
害

の
種
類
や
状
況
に
応
じ
て
最
適

な
場
所
に
避
難
す
る
必
要
が
あ

る
。
高
齢
者
等
避
難
や
避
難
指

示
を
町
が
発
令
し
た
際
な
ど

で
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
避

難
所
を
開
設
す
る
運
用
に
な
っ

て
い
な
い
か
。

Q
　
地
域
内
の
主
だ
っ

た
指
定
避
難
所
が
洪

水
、
土
砂
災
害
の
警
戒
区
域
と

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

町
は
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
避

難
所
一
覧
を
参
考
に
各
自
で
判

断
を
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
災
害

に
応
じ
た
避
難
所
の
開
設
や
安

全
な
避
難
所
へ
の
誘
導
を
積
極

的
に
お
こ
な
っ
て
は
ど
う
か
。

Q
　
成
人
へ
の
甲
状
腺

ホ
ル
モ
ン
検
査
は
、

人
間
ド
ッ
ク
や
自
治
体
の
健
康

診
断
の
際
に
ま
と
め
て
オ
プ

シ
ョ
ン
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

で
き
な
い
か
。

A
塚
田
保
健
課
長

　
２
歳
か
ら
12
歳
は

39
名
、 

13
歳
か
ら
18
歳
は
20
名
。

　
県
外
居
住
者
へ
の
案
内
は
、

改
め
て
知
ら
せ
る
旨
の
文
章
を

送
付
し
て
い
る
。

　
県
外
居
住
の
飲
水
者
が
居
住

す
る
都
道
府
県
で
個
別
に
検
査

を
受
け
た
際
、
費
用
を
助
成
す

る
仕
組
み
の
協
議
を
進
め
て
お

り
、
制
度
が
整
い
次
第
、
対
象

の
方
へ
案
内
す
る
予
定
。

A
山
本
総
務
課
長

　
土
砂
災
害
警
戒
区

域
な
ど
に
指
定
さ
れ
て
い
る
避

難
所
に
、
積
極
的
に
避
難
誘
導

を
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い

と
認
識
を
し
て
い
る
。
避
難
所

及
び
避
難
場
所
の
指
定
の
あ
り

方
は
、
今
後
見
直
し
を
図
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

A
総
務
課
長

　

地
域
に
よ
っ
て

は
、
地
形
的
な
特
徴
や
平
成
30

年
豪
雨
で
発
生
し
た
災
害
箇
所

の
実
績
な
ど
か
ら
、
早
め
の
防

災
行
動
を
必
要
と
す
る
地
域
が

あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
台

風
接
近
時
や
線
状
降
水
帯
に
よ

る
大
雨
な
ど
、
水
害
が
想
定
さ

れ
る
場
合
に
は
、
各
自
地
域
の

降
水
雨
量
や
土
砂
災
害
警
戒
区

域
な
ど
を
事
前
に
確
認
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
緊
急
が
高
ま
る

前
の
早
め
早
め
の
判
断
で
、
皆

様
が
迅
速
な
避
難
行
動
に
移
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
町
と
し
て

積
極
的
に
周
知
を
し
て
い
き
た

い
。

A
総
務
課
長

　
各
避
難
所
に
お
け

る
分
散
備
蓄
を
一
層
充
実
さ
せ

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
認
識
を

し
て
い
る
。
ま
ず
は
、
全
体
と

し
て
必
要
な
備
蓄
数
量
が
一
定

程
度
充
足
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
だ
上
で
、公
民
館
な
ど
、既
に

分
散
備
蓄
を
お
こ
な
っ
て
い
る

施
設
で
追
加
備
蓄
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
が
あ
る
か
ど
う
か
な
ど

を
確
認
し
、
段
階
的
に
充
実
を

図
っ
て
い
く
。
合
わ
せ
て
新
た

に
分
散
備
蓄
が
可
能
な
行
政
施

設
な
ど
が
あ
れ
ば
、
拠
点
を
増

や
し
、
災
害
時
に
地
域
ご
と
に

必
要
な
物
資
が
行
き
渡
る
体
制

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

A
保
健
課
長

　
検
査
を
受
け
る
方

の
利
便
性
向
上
に
つ
な
が
る
と

考
え
、
引
き
続
き
受
け
や
す
い

体
制
づ
く
り
を
前
向
き
に
検
討

す
る
。

危 険 な 避 難 所 へ の 避 難 は

見 直 し を 図 る 必 要 が あ る

　
子
ど
も
に
対
し
て
毎
年
お
こ

な
う
P
F
A
S
血
中
濃
度
検

査
、
成
人
へ
の
甲
状
腺
ホ
ル
モ

ン
検
査
が
こ
の
１
月
か
ら
３
月

に
か
け
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

総合福祉センターの備蓄品

Q
　
山
間
部
の
本
町
で

は
、
発
災
時
に
あ
ち

こ
ち
の
道
路
が
寸
断
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
。
各
避
難
所
で
の

備
蓄
の
充
実
は
。

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
問
題

Q
　
子
ど
も
へ
の
血
液

検
査
は
、
何
名
受
け

た
か
。
ま
た
、
汚
染
発
覚
後
に

県
外
へ
転
出
し
た
県
外
居
住
者

に
対
す
る
案
内
状
況
は
。

予　
算

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

定
例
会

質
疑
・
討
論

一
般
質
問　
我
妻

委
員
会
報
告

追
跡
・
編
集
後
記
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Ｑ

Ａ
平
ひらさわ

澤　一
かずひろ

浩

Q
　
令
和
６
年
度
の
決

算
委
員
会
の
報
告
を

受
け
て
、
ど
の
よ
う
な
点
に
留

意
し
て
、
令
和
８
年
度
の
予
算

へ
つ
な
げ
た
の
か
。

A
山
本
総
務
課
長

　
予
算
の
執
行
に
関

し
て
は
、
地
方
自
治
法
第
２
条

に
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
地

方
公
共
団
体
は
、
住
民
の
福
祉

の
増
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を

上
げ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
規
定
。
令
和
８
年
度

予
算
編
成
で
は
、
12
月
時
点
の

執
行
状
況
や
事
業
実
績
を
精
査

し
、
担
当
部
署
と
の
協
議
を
よ

り
厳
密
に
お
こ
な
っ
た
。
事
業

の
必
要
性
や
実
施
時
期
、
進
捗

状
況
を
細
か
く
確
認
し
、
実
効

性
の
低
い
事
業
は
見
直
し
を
お

こ
な
う
な
ど
、
近
年
ま
れ
に
み

る
厳
し
い
査
定
を
実
施
。ま
た
、

決
算
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告

に
付
さ
れ
た
意
見
は
、
予
算
編

成
に
最
大
限
反
映
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
る
。

【
提　
案
】

　
決
算
審
査
の
結
果
が
予
算
に

ど
う
反
映
さ
れ
た
か
を
「
見
え

る
化
」
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が

令 和 ８ 年 度 予 算 編 成 は

厳 し い 査 定 を 実 施 編 成

重
要
と
考
え
る
。
議
会
と
執
行

部
が
連
携
し
、
よ
り
効
果
的
な

チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
構
築
を
提
案
。

Q
　
令
和
７
年
度
の
成

果
と
令
和
８
年
度
の

展
望
を
問
う
。

Q
　
令
和
８
年
度
の
目

標
値
は
。

Q
　
学
習
環
境
整
備
や

W
i－

F
i・電
源
設

備
の
充
実
は
。

A
荒
谷
定
住
促
進
課
長

　
令
和
７
年
度
は
、

天
満
屋
岡
山
店
で
農
産
物
等
の

直
売
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
町

の
Ｐ
Ｒ
と
販
路
拡
大
に
つ
な

げ
、
販
売
額
は
１
０
０
万
円
を

超
え
た
。
ま
た
、
11
分
野
に
わ

た
る
連
携
内
容
は
、
研
究
・
検

討
を
進
め
た
。令
和
8
年
度
は
、

東
京
で
の
移
住
相
談
を
兼
ね
た

販
路
拡
大
イ
ベ
ン
ト
や
東
南
ア

ジ
ア
へ
の
輸
出
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
町

A
定
住
促
進
課
長

　
東
京
や
海
外
展
開

に
よ
る
具
体
的
な
経
済
効
果
の

試
算
は
現
時
点
で
未
定
。
ま
ず

は
町
の
認
知
度
向
上
を
重
視
す

る
方
針
。

A
中
山
教
育
委
員
会
事

務
局
長

単
独
で
は
難
し
か
っ
た
取
り
組

み
に
挑
戦
。
観
光
振
興
や
職
員

研
修
、
買
い
物
環
境
の
改
善
な

ど
、
多
分
野
で
の
連
携
強
化
を

進
め
る
。

　
町
内
の
図
書

館
は
「
お
か
や

ま
フ
リ
ー
W
i

－

F
i
」
エ
リ

ア
内
に
あ
り
、

か
も
が
わ
図
書

館
に
は
電
源
付

き
の
個
別
学
習

席
を
５
席
、
か

よ
う
図
書
館
に

は
個
別
席
４
席
を
設
置
。
今
後

移
設
予
定
の
か
も
が
わ
図
書
館

の
電
源
設
備
は
、
今
後
の
ニ
ー

ズ
や
利
用
状
況
を
踏
ま
え
検

討
。
ま
た
、
誰
も
が
安
心
し
て

利
用
で
き
る
交
流
と
学
び
の
場

と
な
る
よ
う
、
施
設
整
備
を
進

め
る
。

【
提　
案
】

　

お
か
や
ま
フ
リ
ー
W
i－

F
i
の
通
信
環
境
の
弱
さ
を

指
摘
す
る
声
も
あ
る
た
め
、
実

態
調
査
と
改
善
を
提
案
。

天
満
屋
グ
ル
ー
プ
と
の

連
携
事
業

かもがわ図書館の自習スペース

図
書
館
の
整
備

天満屋岡山店にて

予　
算

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

定
例
会

質
疑
・
討
論

一
般
質
問　
平
澤

委
員
会
報
告

追
跡
・
編
集
後
記
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Ｑ

Ａ
山
やまさき

崎　　誠
まこと

Q
　
閉
校
６
小
学
校
の

現
状
と
、
今
後
の
取

り
組
み
は
ど
う
な
る
。

Q
　
整
備
が
決
ま
る
ま

で
の
間
、
施
設
の
維

持
管
理
は
ど
う
な
る
の
か
。

Q
　
令
和
４
年
度
特
区

認
定
を
受
け
、
実
装

費
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
合
わ

せ
10
億
円
を
超
え
る
公
費
が
投

入
さ
れ
た
。
実
績
と
評
価
、
来

年
度
の
取
り
組
み
は
。

Q
　
近
年
、
水
道
管
の

老
朽
化
に
よ
る
事
故

が
相
次
い
で
い
る
。
耐
用
年
数

を
超
え
た
老
朽
管
は
約
20
％
、

１
１
０
㎞
程
度
あ
る
と
の
こ
と

だ
が
、
更
新
計
画
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

Q
　
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
水
質

基
準
が
暫
定
目
標
か

ら
水
道
法
の
基
準
に
な
る
。

P
F
O
S
、P
F
O
A
合
計
50

　
ng
／
Ｌ
で
あ
る
が
、
こ
の
値
を

決
め
る
過
程
で
根
拠
と
な
る
内

外
の
論
文
7
割
以
上
が
非
公

開
で
差
し
替
え
ら
れ
た
。
近

年
、
例
え
ば
デ
ン
マ
ー
ク
で

は
合
計
２
ng
／
Ｌ
、米
国
で
は

P
F
O
S
、P
F
O
A
そ
れ
ぞ

れ
４
ng
／
Ｌ
と
大
変
厳
し
い
基

準
と
な
っ
て
い
る
。
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

Q
　
財
産
区
分
の
変
更

に
よ
り
、
体
育
館
、

校
舎
な
ど
は
４
月
か
ら
使
え
な

い
と
３
月
４
日
説
明
さ
れ
た
。

用
途
変
更
手
続
き
は
な
さ
れ
る

の
か
。 A

大
樫
企
画
課
長

　
６
校
の
進
捗
は
異

な
っ
て
い
る
。

・�

吉
川
小
は
都
市
農
村
交
流
拠

点
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い

る
。

・�

下
竹
荘
小
と
津
賀
小
は
9
年

度
行
政
機
能
等
一
部
移
転
を

予
定
。

・�
上
竹
荘
小
、
御
北
小
、
大
和

小
は
地
域
の
意
向
を
踏
ま
え

た
活
用
提
案
を
広
く
募
っ
て

い
く
。

A
山
本
総
務
課
長

　
閉
校
し
た
旧
小
学

校
は
定
期
的
に
通
水
や
喚
気
、

除
草
を
実
施
し
て
い
る
。
８
年

度
も
引
き
続
き
実
施
す
る
。

A
楢
嵜
水
道
課
長

　
計
画
的
な
施
設
の

更
新
を
目
的
に
、資
産
の
現
状
、

将
来
見
通
し
、
収
支
見
通
し
を

取
り
ま
と
め
た
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
計
画
で
対
応
す
る
。

A
山
本
町
長

　
50　
ng
／
Ｌ
は
国
の

機
関
で
正
式
に
決
め
た
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
を
し
っ
か
り
守
る

こ
と
に
尽
き
る
。

A
総
務
課
長

　
交
通
Ｄ
Ｘ
の
各
事

業
は
そ
れ
ぞ
れ
効
果
が
あ
っ
た

と
評
価
し
て
い
る
。
マ
イ
ク
ロ

Ｅ
Ｖ
は
令
和
5
年
度
で
事
業
を

中
止
し
て
い
る
。

A
企
画
課
長

　
新
た
な
交
付
金
事

業
の
申
請
は
見
送
る
。
こ
れ
ま

で
に
実
装
し
た
き
び
ア
プ
リ
な

ど
の
取
り
組
み
は
継
続
す
る
。

A
総
務
課
長

　
消
防
法
、
建
築
基

準
法
の
定
め
が
あ
り
、
現
在
の

形
態
の
ま
ま
で
は
利
用
を
中
止

せ
ざ
る
を
得
な
い
。
屋
外
運
動

場
は
引
き
続
き
使
用
可
能
で
あ

る
。

閉 校 ６ 小 学 校 は ど う な る

６校の進捗は異なっている

デ
ジ
タ
ル
特
区
事
業
の

評
価

水
道
管
路
の
老
朽
化
対
策

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
不
透
明
な

水
質
基
準
設
定

※�

他
、
ふ
る
さ
と
納
税
、
移
動

投
票
所
を
質
問
し
た
。

A
石
坂
農
林
課
長

　
鳥
獣
対
策
Ｄ
Ｘ
の

各
事
業
は
一
定
の
効
果
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
運
用
改
善
と

効
果
検
証
を
行
い
、
費
用
対
効

果
を
考
え
な
が
ら
、
実
効
性
の

高
い
取
り
組
み
に
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

閉校した小学校

予　
算

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

定
例
会

質
疑
・
討
論

一
般
質
問　
山
崎

委
員
会
報
告

追
跡
・
編
集
後
記
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Ｑ

Ａ
黒
く ろ だ

田　員
かずよね

米

Q
　
本
年
当
初
の
緊
急

地
震
速
報
へ
の
初
期

対
応
、
大
雪
・
凍
結
に
よ
る
通

勤
対
策
な
ど
行
政
の
対
応
は
適

正
だ
っ
た
の
か
。

A
山
本
総
務
課
長

　
令
和
８
年
１
月
６

日
の
緊
急
地
震
速
報
時
、
庁
舎

内
で
速
報
音
と
揺
れ
は
確
認
し

た
も
の
の
、
統
一
的
な
指
示
に

よ
る
業
務
中
断
な
ど
の
組
織
的

初
動
対
応
は
お
こ
な
っ
て
い
な

い
。
多
く
の
職
員
は
周
囲
の
状

況
確
認
に
と
ど
ま
り
、
来
庁
者

も
少
な
か
っ
た
た
め
特
段
の
対

応
は
取
っ
て
い
な
か
っ
た
。
ま

た
、
災
害
時
の
初
動
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
あ
る
も
の
の
、
緊
急
地
震

速
報
に
特
化
し
た
行
動
基
準
は

A
片
山
子
育
て
推
進
課
長

　
現
在
は
、
長
期
休

暇
中
の
昼
食
は
弁
当
持
参
と
し

て
お
り
、
行
政
と
し
て
も
共
働

A
中
山
教
育
委
員
会
事

務
局
長

　
昼
食
提
供
に
対
す
る
学
校
給

食
施
設
の
活
用
は
、
設
備
維
持

や
衛
生
管
理
、
費
用
増
加
、
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
な
ど
の
課
題
が

あ
り
、
現
状
で
は
実
施
は
難
し

い
と
思
わ
れ
る
。

A
子
育
て
推
進
課
長

　
現
在
、
長
期
休
暇

に
お
け
る
有
料
の
食
事
提
供

は
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
把
握
の

た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
そ

の
結
果
に
よ
っ
て
は
、
業
者
利

用
の
昼
食
提
供
の
利
用
検
討
を

進
め
た
い
。

緊 急 地 震 速 報 へ の 対 応 は

マ ニ ュ ア ル を 策 定 し、周 知

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の

昼
食
提
供
を

未
整
備
で
あ
る
。

　
出
先
施
設
の
被
害
状
況
の
確

認
は
、
各
担
当
課
が
安
否
や
被

害
状
況
を
確
認
し
た
。し
か
し
、

記
録
や
保
管
方
法
の
統
一
ル
ー

ル
は
な
く
、
被
害
が
な
い
場
合

は
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
今
回
の
緊
急
地
震
速
報

に
対
す
る
対
応
の
検
証
は
、
被

害
が
軽
微
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

実
施
し
て
い
な
い
。
今
後
は
、

令
和
８
年
度
中
に
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
、
職
員
へ
の
周

知
と
各
部
署
単
位
で
の
危
機
管

理
対
応
強
化
を
図
る
。

　
本
年
２
月
の
積
雪
・
凍
結
時

に
は
通
勤
困
難
に
よ
り
遅
参
や

欠
勤
が
発
生
し
た
。「
役
場
は

災
害
時
の
中
枢
機
関
で
あ
る
」

Q
　
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
長
期
休
暇
の
昼

食
提
供
に
、
小
学
校
の
調
理
場

を
利
用
し
て
有
料
提
供
で
き
な

い
か
。

携帯電話への通知

こ
と
か
ら
機
能
維
持
の
重
要
性

を
認
識
し
て
お
り
、
今
後
、
安

全
確
保
を
優
先
し
た
通
勤
対
応

の
指
導
を
お
こ
な
う
。
現
行
の

業
務
継
続
計
画
（
B
C
P
）
は

大
規
模
災
害
を
想
定
し
た
も
の

で
あ
る
。
今
回
の
事
案
へ
の
適

用
は
難
し
い
が
、
災
害
発
生
直

後
、
特
に
勤
務
時
間
外
で
は
、

災
害
規
模
に
よ
っ
て
は
一
定
の

職
員
が
参
集
で
き
な
い
場
合
が

考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
町
民
に

不
安
を
与
え
な
い
よ
う
、
状
況

に
応
じ
て
適
切
に
対
応
し
た
い
。

　
な
お
、
現
在
の
業
務
継
続
計

画
は
平
成
30
年
６
月
策
定
な
の

で
、
現
在
の
職
員
の
状
況
を
踏

ま
え
た
計
画
の
見
直
し
を
お
こ

な
う
。

き
世
帯
の
増
加
に
よ
り
保
護
者

の
負
担
と
な
っ
て
い
る
こ
と
や

衛
生
面
の
不
安
が
あ
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
。
昼
食
提
供
は

子
育
て
支
援
と
し
て
検
討
す
べ

き
課
題
で
あ
る
が
、
制
度
や
財

源
、
運
営
体
制
と
の
整
合
性
か

ら
慎
重
な
検
討
が
必
要
と
思
わ

れ
る
。

予　
算

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

定
例
会

質
疑
・
討
論

一
般
質
問　
黒
田

委
員
会
報
告

追
跡
・
編
集
後
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Ｑ

Ａ
河
かわかみ

上真
ま ち こ

智子

Q
　
農
業
集

落
排
水
施

設
は
、
供
用
か
ら
25

年
が
経
ち
、
管
路
や

処
理
場
設
備
の
老
朽

化
の
問
題
に
直
面
し

て
い
る
。
住
民
生
活

に
直
結
す
る
重
要
な

イ
ン
フ
ラ
で
は
あ
る

が
、
人
口
減
少
に
伴

う
使
用
料
収
入
の
減

少
や
設
備
修
繕
な
ど

の
支
出
は
増
加
。
現

状
の
ま
ま
で
維
持
す

る
の
は
難
し
い
の
で

は
な
い
か
。
機
能
を

維
持
し
な
が
ら
事
業

規
模
を
縮
小
し
コ
ス
ト
削
減
を

図
る
『
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
』

の
取
り
組
み
と
、
対
象
地
域
の

住
民
へ
の
説
明
や
意
見
聴
取
が

必
要
で
は
な
い
か
。

A
楢
嵜
水
道
課
長

　
人
口
減
少
に
伴
い

施
設
の
稼
働
率
が
低
下
す
る

中
、
現
在
の
規
模
を
維
持
管
理

し
続
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ

り
、
抜
本
的
な
見
直
し
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。
将
来
の
汚
水

発
生
量
や
、
現
状
の
施
設
の
使

用
率
に
見
合
っ
た
整
備
の
最
適

A
山
本
総
務
課
長

　
他
の
自
治
体
で
も

開
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
承
知

し
て
い
る
。
若
年
層
が
実
際
に

ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
こ
と
で

自
分
事
と
し
て
と
ら
え
る
き
っ

A
山
本
町
長

　
小
学
校
の
跡
地
活

用
で
体
制
も
変
わ
る
。
そ
の
時

に
ど
う
い
う
形
が
一
番
い
い
の

か
検
討
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

今 後 の 集 落 排 水 の 対 応 は

ダ ウ ン サ イ ジ ン グ を 検 討

主
権
者
意
識
の
醸
成

役
場
の
機
構
改
革

Q
　
町
民
に
利
用
し
や

す
く
、
職
員
の
業
務

の
平
準
化
や
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
に
も
配
慮
し
た
機
構
改

革
が
必
要
で
は
な
い
か
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
り
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

化
、
い
わ
ゆ
る
「
ダ
ウ
ン
サ
イ

ジ
ン
グ
」
に
向
け
た
検
討
を
お

こ
な
っ
て
い
る
。

　
多
額
の
更
新
費
用
を
要
す
る

管
路
や
処
理
施
設
を
維
持
し
続

け
る
の
で
は
な
く
、
個
人
設
置

型
浄
化
槽
へ
の
転
換
も
選
択
肢

の
ひ
と
つ
と
し
て
検
討
し
て
い

る
。
現
地
調
査
を
お
こ
な
い
、

検
討
内
容
が
具
体
化
し
た
段
階

で
、
丁
寧
な
説
明
と
意
見
聴
取

の
機
会
を
設
け
た
い
。

A
総
務
課
長

　
機
構
改
革
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、
ま
ず

ど
の
よ
う
な
人
選
が
よ
り
実
効

性
が
高
い
か
な
ど
を
含
め
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

Q
　
最
も
身
近
な
町
議

会
選
挙
で
も
毎
回
投

票
率
は
伸
び
悩
ん
で
い
る
。
特

に
若
年
層
で
の
意
識
が
低
い
こ

と
が
気
に
な
る
。
若
者
が
自
分

事
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る『
若
者
議
会
』の
開
催
や
高

校
生
に
投
票
所
で
の
役
割
の
一

旦
を
担
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
通

じ
て
、
主
権
者
意
識
を
高
め
て

い
た
だ
く
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

農業集落排水処理場

か
け
に
な
る
こ
と
が
大
い
に
期

待
で
き
る
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く

り
の
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
も

新
し
い
視
点
で
施
策
の
提
案
を

し
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
で
あ

る
。
高
校
生
の
投
票
所
で
の
役

割
に
関
し
て
も
経
験
を
肌
で
感

じ
る
機
会
と
な
る
。
い
ず
れ
も

事
例
を
研
究
し
な
が
ら
実
現
に

向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

高校生の模擬投票体験

予　
算

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

定
例
会

質
疑
・
討
論

一
般
質
問　
河
上

委
員
会
報
告

追
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編
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後
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 町村議会広報クリニックで得られた学び
　今回の講評では、「カラーか２色刷りかではな
く、中身（企画・構成）が重要である」という点
が強調されました。
　昨年の助言を踏まえた工夫が評価される一方
で、住民に伝わる内容づくりの重要性を改めて実
感しました。
　そのために、暮らしに結びつけて、一目で分か
る形にすることが大切です。また、これからは町
民の皆さんの声を取り入れた参加型の広報が重
要です。

 開成町議会視察で得られた学び
　開成町議会の視察では、住民に分かりやす
く伝える工夫や、議員自らが地域へ出向き対
話を重ねている取り組みが印象的でした。

広報編集委員会研修報告

町村議会広報クリニック／開成町視察町村議会広報クリニック／開成町視察
　２月18日・19日に、議会広報委員の研鑚を目的として、議会広報クリニックに参加および神奈
川県開成町議会を視察しました。

令和７年79号
の議会だより
をチェックし
ていただきま
した！

　町村議会広報クリニックとは…
　より良い議会だよりにすることを目的
に、専門家からアドバイスや評価を受ける
研修。

神奈川県開成町議場にて

開成町議会データ
1議員定数12人 �2女性議員比率25％（３人）
3議員の平均年齢58歳

神奈川県開成町　人口：18,710人

ポイント

　神奈川県開成町議会は、 魅せる広報の取
り組みが特徴で、タブロイド判（一枚もの）
広報と活発な動画配信や、住民に開かれた議
会運営を実践しています。

　今後も分かりやすい広報へと改善していきます。

参加するわかる

私たちの目指す
　　　開かれた議会とは

見える

あなたの「想い」を
聴かせて下さい

まずは、
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今号の表紙今号の表紙　　議会をもっと身近に議会をもっと身近に

　議会について、「分かりにくい」「関わる機会が少ない」

と感じておられる方もいらっしゃるかもしれません。

　そうした声を受け止め、これからは議員自ら足を運び、

分かりやすくお伝えするとともに、町民の皆さんの声を直

接お聴きする場を設けられるよう検討しています。

議会を傍聴しませんか？
　本会議は一般に公開されていますので、誰で
も自由に見たり、聴いたりすることができます。
皆さんの日常生活に関係のある重要な問題が審
議されています。

３月定例会に足を運んで
� くださった方のコメント

３月定例会の傍聴者数 延べ５人

「伝える」だけでなく、「声を聴き、つなげていく」議会へ

町民の皆さんとともに、よりよい町を作る！

当日傍聴席入口で、傍聴人名簿に住所・氏名などを記入するだけで、事前に予約する必要はありません。

●�町民にも予算審議の様子がもう少し、
伝わる工夫はないものでしょうか？

　�委員会などの傍聴が気軽にできるよ
うになりませんか。�（日名義人さん）

●�誰のための町政・議会なのか根本的
なことを忘れてはならない。

� （見尾保男さん）

●社協の移転後が気になります。
� （匿名希望）

全国町村議会議長会表彰

　西山議長は平成15年に旧賀陽町で当選
以降、吉備中央町議会議員として現在に
至ります。
　豊富な知識と経験に基づき円滑な議会
運営、議会改革に取り組んできたことが
認められました。 ２月16日、表彰を受ける西山議長
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地
域
で
は
卒
業
式
や
自
治
会
総
会
、

ま
た
議
会
で
は
新
年
度
予
算
の
審
議

が
お
こ
な
わ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
節
目

を
迎
え
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
春

の
訪
れ
と
希
望
に
心
膨
ら
む
一
方
で
、

環
境
の
変
化
か
ら
心
身
の
不
調
が
生

じ
や
す
い
頃
で
も
あ
り
ま
す
。
ど
う

か
皆
さ
ま
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

　

新
人
議
員
５
人
と
渡
邉
委
員
長
の

体
制
と
な
っ
て
１
年
半
。
広
報
の
充

実
に
加
え
、
住
民
の
皆
さ
ま
と
双
方

向
で
意
見
を
交
わ
せ
る
広
聴
の
取
り

組
み
も
新
た
に
進
め
、
よ
り
身
近
な

議
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

�

（
我
妻　
瑛
子
）

AA 答　弁答　弁

現　状（住民課）

追跡 あの時の質問
　どうなっとる？

過去の一般質問の追跡調査をおこない、進捗状況・結果を報告する。

QQ 質　問（令和５年９月定例）質　問（令和６年６月定例）

現　状（保健課）

　医療用ウィッグ等の外見ケア用品の購入費
助成制度を設けるべき。

　地球温暖化対策の進捗は。

　令和６年８月に「吉備中央町がん患者ア
ピアランスケア用品購入費補助金交付要
綱」を制定。医療用ウィッグや乳房補正具
などの購入費に対し、補助率を１／２と
し、３万円を上限とした補助を行ってい
る。利用者も年々増加している。
※アピアランス＝「外見」

　外見ケア用品の購入費助成制度は精神的及
び金銭的負担を軽減し、自分らしい生活を送
る上で必要な支援だと考える。
　補助対象や補助率を県内自治体の状況を参
考にしながら検討する。

　改定完了すべく事務作業を進めている。

　令和７年度に地球温暖化対策推進法に基づ
き、吉備中央町地球温暖化対策実行計画（事
務事業編）を策定したので、令和８年度に、
実行計画の実践をおこなう。

一般質問でも取り上げま
したが、蛍光灯をLEDに
変えることで電気代の削
減やCO2削減につながり、
環境にもやさしくなりま
す。 一般質問　Ｐ7
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